






研究目的 

持続的で非侵襲的で,最も未熟児新生児領域の医療に適した酸素分圧監視法,と考えられて

いる持続的経皮酸素分圧監視法によって,酸素投与中の酸素分圧の最高値を,50～80 ㎜ Hg

に調整した未熟児群における,未熟児網膜症の頻度を検討することが,本研究の目的である。 


